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 要  旨 
 
近年，教えて！gooなどのBBSを背景とした質問回答サイトが隆盛を誇っている。
質問回答サイトは、質問者がBBSに質問を書き込むと、その質問を見かけたユーザ
が、自分に回答できそうであれば回答を書き込む、という形で質問回答を実現し
ているが、これらのシステムはBBSの特徴を色濃く引き継いでおり、書き込みが不
特定多数の人に閲覧可能な状態であるなどの、BBS固有のデメリットが生じる．こ
の問題を解決するため，本研究ではBBSではなくチャットをベースに質問回答シス
テムを構築した．チャットによる質問回答を実現するために，システムの中核と
してチャットエージェントを用い，このエージェントがユーザに質問をすること
で回答を得る． 
 
チャットにおいて質問を受け付けることで質問回答タスクが開始される。シス
テムは質問発言を解析し、登録されているユーザから自動的に回答者候補を選別
する。各回答者候補にエージェントがチャットで並行的に質問を行い、回答候補
者の答えた回答を収集する。最後に、収集した回答を質問者にチャットないしＥ
メールで回答を行う。 
 
発言の解析には、発語内行為の同定手法を用いた。これは発言中に現れる特徴
的な表現を用いて、発言を質問、肯定、感謝などの発語内行為に同定する手法で
ある。この技術により、ユーザとのインタラクションをとることを可能にしてい
る。 
 
実際にユーザを募り使ってもらう形で評価を行った．まず予備評価を行い，得
られた意見をシステムに反映させた後に本評価を実施した．それぞれの評価は１
ヶ月間行われ，予備評価には２２名が参加し、６７件の質問が行われ、そのうち
３７件に回答が得られた。本評価では３６名が評価に参加し、９１件の質問が行
われ、そのうち６８件に回答が得られた。両評価ともにアンケートを実施し、建
設的な意見が多数得られた。 
 
評価の際には、教えて！gooのデータを比較対象として用いた。その結果、予備
評価では教えて！gooのデータには至らなかったものの、本評価においては平均回
答数、回答時間などの項目で上回り、エージェント型質問回答システムの優位性
を示した。 
 
 
 
